
平 成 ２ ５ 年 度 第 ２ 回 公 共 事 業 の 再 評 価 結 果 一 覧 表事 業 名 箇 所 名 事 業 概 要 公共事業評価監視委員会での 再評価の結果種別 補助 河川・ 事業区間 事業採択 全体 総投資額 事業概要 審議状況及び意見事業名 道路名 等 年度 事業費 (平成23年度まで) 対応方針（百万円） 進捗状況等（百万円） 理由下水道 流域下水道 大和川上流流域 奈良市他6市 昭和４５ 184,378 176,105 幹 線 整備率 9 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続下水道（第一処 8町 年度 6.8% 【奈良県公共事業評価監視委員会】理区） 水処理施設7 / 理由：河川の水質改善を図ると9 ともに、快適な生活環境を確保計画区域内普 するために事業の継続が必要。及率83.2% 引き続き社会情勢の変化に合わせて計画的に事業を実施。大和川上流流域 大 和 高 田 市 昭和５３ 105,074 102,126 幹線整備率下水道（第二処 他4市5町1村 年度 95.7%理区） 水処理施設3.5/7系計画区域内普及率72.1%宇陀川処理区 宇陀市 昭和５５ 16,858 16,727 幹線整備率年度 100%水処理系列2/2系列計画区域内普及率89.4%吉野川処理区 五條市他3町 昭和５８ 34,827 34,827 幹線整備率年度 100%水処理系列5/11計画区域内普及率64.7%公園 都市公園事 平城宮跡歴史公 朱 雀 大 路 西 平成２１ 7,600 1,058 用地買収率 事業の「継続」を妥当とする 対応方針：継続業 園 側地区 年度 100% 【奈良県公共事業評価監視委員会】 理由：国営公園事業と連携を図り、事業を進めることが必要。国営公園の整備に合わせて、平成28年度の完成を目指す。道路 社会資本整 一般国道１６８ 生 駒 郡 平 群 昭和４８ 9,722 9,325 事業延長 L=2 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続備総合交付 号 町 椿 井 ～ 生 年度 1.km 【奈良県公共事業評価監視委員会】金事業 上庄バイパス 駒 市 小 平 尾 進捗率96% 理由：残事業区間の整備により、町 円滑かつ安全な交通が確保され、交通混雑が緩和されるとともに、事故の減少の事業効果が期待。引き続き事業を推進し、平成２６年度の確実な供用を目指す。地域連携推 一般国道３０８ 奈 良 市 宝 来 平成２年 30,200 30,200 事業延長 <事後評価>進事業 号 大宮道路 ～三条大路5 度 L=1.9km 事後評価を了承する。丁目 【奈良県公共事業評価監視委員会】
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事 業 名 箇 所 名 事 業 概 要 公共事業評価監視委員会 再評価の結果種別 補助 河川・ 事業区間 事業採択 全体 総投資額 事業概要 及び河川整備委員会での事業名 道路名 等 年度 事業費 審議状況及び意見 対応方針（百万円） 進捗状況等（百万円） 理由河 川 防災・安全 一級河川 秋篠川 大 和 郡 山 市 昭和３４ 13,075 11,598 事業延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続交付金事業 九 条 町 ( 左 年度 L=9,700m 【奈良県河川整備委員会】岸)・大和郡 理 由：秋篠川の流域は市街山 市 観 音 寺 進捗率89% （意見）水防警報が頻繁に発 化が進んだ流域であり、浸水被町 （ 右 岸 ） 令される状況があることか 害が発生している。治水安全上、～ 奈 良 市 中 ら、治水安全度を高めるため、 浸水被害の軽減のため、住宅地山町 水害の危険性を地権者に十分 内の狭隘区間など現事業計画にに説明することにより、用地 基づき、早期に整備する必要性取得を促進し、事業の進捗を があると判断する。図られたい。一級河川 地蔵院 大 和 郡 山 市 昭和４７ 10,041 4,990 事業延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続川 稗 田 町 ～ 奈 年度 L=3,000m 【奈良県河川整備委員会】良 市 北 之 庄 理 由：地蔵院川の流域は市町 進捗率50% （意見）事業は順調に進捗し 街化が進んだ流域であり、浸水ており、引き続き浸水被害軽 被害が発生している。治水安全減のため、事業の進捗を図ら 上、浸水被害軽減のため、現事れたい。 業計画に基づき、早期に整備する必要性があると判断する。一級河川 菰川 奈 良 市 八 条 平成１５ 1,360 835 事業延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続町 ～ 奈 良 市 年度 L=3,300m 【奈良県河川整備委員会】法蓮町 理 由：菰川の流域は市街化進捗率61% （意見）井堰の統廃合に向け が進んだ流域であり、浸水被害た地元調整を進め、治水安全 が発生している。治水安全上、度の確保を図られたい。また、 浸水被害軽減のため、現事業計整備を進めるにあたっては、 画に基づき、早期に整備する必水質改善について委員意見を 要性があると判断する。参考にしながら進められたい。一級河川 蟹川 大 和 郡 山 市 昭和５８ 4,180 3,820 事業延長 事業の「継続」を妥当とする。 対応方針：継続大 井 町 ～ 観 年度 L=2,200m 【奈良県河川整備委員会】音寺 理 由：蟹川上流部の市街地進捗率91% （意見）周辺の自然風景に調 においては、浸水被害が発生し和し、生物の多様な環境に配 ている。治水安全上、浸水被害慮し、事業の進捗を図られた 軽減のため、現事業計画に基づい。 き、早期に整備する必要性があると判断する。
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資料２事 業 名 箇 所 名 事 業 概 要 公共事業評価監視委員会 再評価の結果種別 補助 河川・ 事業区間 事業採択 全体 総投資額 事業概要 及び河川整備委員会での事業名 道路名 等 年度 事業費 審議状況及び意見 対応方針（百万円） 進捗状況等（百万円） 理由河川 防災・安全 一級河川 能登 奈 良 県 南 京 平成４年 650 222 事業延長 条件を附して、事業の ｢継続 ｣ 対応方針：継続（但し、地域の交付金事業 川 終町 度 L=1,000m を妥当とする。 理解が得られない場合は、事業【奈良県河川整備委員会】 継続を改めて検討する）進捗率34% （意見）恵比寿橋の架設迂回 理 由：能登川は市街地が進路の確保について、地元交渉 んだ流域であり、浸水被害が発を進め、事業の進捗を図られ 生している。浸水被害の軽減のたい。但し、地域の理解が得 ため、ネック地点の改築によるられない場合は、事業継続を 流下能力の向上など、現事業計改めて検討する。また、川に 画に基づき、早期に整備する必近づける場所があるので、水 要性があると判断する。辺の空間に配慮した計画としてほしい。


